
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料４－１】 テスト分析 

 
 
                   

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料４－２】 成果と課題 
生徒に授業アンケートを実施した結果、下記のような回答が得られた。 

【表１】数学班でのグループ学習がある方が良いか、ない方が良いか。 

絶対にある方が良い どちらかといえばある方が良い どちらかといえばない方が良い 絶対にない方が良い 

３５％ ４８％ １１％ ６％ 

【表２】数学班でのグループ学習は好きですか。 

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い 

３７％ ５２％ ９％ ２％ 

【表３】グループ学習を通して、理解ができるようになったと思いますか。 

とても思う 少し思う あまり思わない 全く思わない 

３０％ ６０％ ６％ ４％ 

グループ学習を通して、内容が理解できるようになったと実感している生徒が、約９割にも上

った。実際に、１年次と２年次の章末テストの個人成績を比較したところ、平均が上がった生徒

が全体の約６６％にのぼることがわかった。特に、平均を１０．１点以上伸ばした生徒の８人中

７人が、この１年間でリーダー・サブリーダーを経験した。人に教えることで、理解が深まって

いることがわかる。また、平均を伸ばした９７人中４０人の生徒たちは、学習を苦手としていた

が、グループ学習後、成績が上昇傾向にあり、学力の底上げに少なからず影響したと考えられる。 

 一方課題としては、 

①ペアによって、あまり上手く話し合いが進まない班ができてしまった。  

②班によっては、課題が終わると授業とは関係のない話をしてしまう。 

（アンケートにも一斉授業で集中した雰囲気の中で取り組みたいという意見があった。） 

③リーダー・サブリーダーは成績上位者から選んだため、人に教えるのが苦手という生徒 

や、まだまだ数学に自信が持てない生徒からは、やりたくないと言った声が上がった。 

上記のことがらがあげられる。そしてその手立てとして、 

・その班に教師がなるべくつくようにする（T2 の先生に協力を頼む）。 

・追加の課題を準備する。 

・班活動中に、ヒントを出したり、なるべく多く声掛けをしたりして、自信をもたせる。 

上記の取り組みを行ったが、特に②に関しては、教材研究に時間がかかったり、問題解説が不

十分だったりしたことから、改善がみられる。 

 
図３ 平均が上がった生徒         図４ 平均が下がった生徒 

 


